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FT4 =T 1 —FER

WB 1:500-1:2000,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:20-1:50,IP 1:20-1:50

Calculated MW:43 kDa; Observed MW:43 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、二重特異性タンパク質ホスファターゼサブファミリーのメンバーです。これらのホスファターゼは、ホスホセリン/スレオニン残基とホスホチロシン残基の両方を脱リン酸化することで、標的キナーゼを不活性化します。これらは、細胞の増殖と分化に関連するマイトジェン活性化タンパク質（MAP）キナーゼスーパーファミリーのメンバー（MAPK/ERK、SAPK/JNK、p38）を負に制御します。二重特異性ホスファターゼファミリーの異なるメンバーは、様々なMAPキナーゼに対して異なる基質特異性を示し、組織分布と細胞内局在が異なり、細胞外刺激による発現誘導様式も異なります。この遺伝子産物はERK1、ERK2、およびJNKを不活性化し、様々な組織で発現し、核に局在します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。さらに、複数のポリアデニル化部位が報告されている。[RefSeq提供、2008年7月]
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	DUSP4 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した C2C12 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

